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１．点 鐘
２．ロータリーソング
３．来訪者紹介
４．会長報告
５．幹事報告
６．次次年度会長･次年度理事役員候補者発表

７．食 事
８．委員会報告
９．優良職員表彰

１０．点 鐘
１１．ロータリーソング

◆ビジター
希望の家療育病院 長澤 和代様社会福祉法人希望の家

〃 関口 初江様〃

恵愛堂病院 梶原 昌人様医療法人社団東郷会

〃 阿部 恵子様〃

はーとふるチハヤ 加藤 俊文様社会福祉法人チハヤ会

〃 萩原 友子様〃

桐生みやま園 金子 勝美様社会福祉法人桐生市社会福祉協議会

〃 今泉 敏彦様〃

かさかけの里 田村 精英様社会福祉法人美幸会

〃 中澤 温子様〃

わたらせ養護園 須田 麻美様社会福祉法人桐の実会

〃 小池 美好様〃

桐生タイムス社 中澤 時雄様
上毛新聞社桐生支局 小山 大輔様

片貝会長◆会長報告
１．桐生赤城ＲＣさんから連絡がありまして、桐生５ＲＣ
合同チャリティーゴルフコンペの寄付金 円を、５２，０００

日(火)に桐生タイムス社を通し「桐生市手をつな２６
ぐ育成会」へ寄付されたそうです。参加の皆様のご
協力に深く感謝しますとの事です。

２．次例会は桐生中央ＲＣさんと合同のガバナー公式
訪問です。詳細は文書にてご案内してあります。例
会後のガバナーとの懇談会にも例会同様ご出席をお
願い致します。

近藤幹事◆幹事報告
１１ ロータリーレート １ドル８２ (現行８６円)◇ 月の は 円です。
地区より群馬デスティネーションキャンペーンのパンフレット、◇
地区大会のお礼状、ライラ研修報告ＣＤ、
つつじヶ丘チャリティショーのお礼状、

以上のものが届いております。
◇例会変更のお知らせ

桐生ＲＣ 11/22 桐生南ＲＣ 11/3(休)､11/10､11/17
太田ＲＣ 11/11 太田西ＲＣ 11/3(休)､11/17､11/24
藤岡ＲＣ 11/11 藤岡南ＲＣ 11/12
富岡中央ＲＣ 11/18 前橋南ＲＣ 11/3(休)､11/17､11/24

◇クラブ会報が到着しています
桐生ＲＣ 10/25 桐生南ＲＣ 10/6
桐生中央ＲＣ 10/14､10/22 桐生赤城ＲＣ 10/12､10/22
渋川ＲＣ 7/1､7/8､7/15､7/22､8/5､8/19､8/26､9/2､9/9､9/16､9/30

◆次次年度会長･次年度理事役員候補者発表
片貝会長より次次年度会長候補者の、江原会長エ

レクトより次年度理事役員候補者の発表が行われま
した。候補者は下記の通りです。

１２８９キロカロリー◆食事メニュー
海老団子のトマト煮､ポークジンジャー､白飯､香の物､
帆立と春雨のスープ､根菜めんたいサラダ､コーヒーゼリー

◆委員会報告
松尾委員□出席委員会

総数 名（免除者 名の内 名出席の為 名を除く）４９ ８ ５ ３
出席率対象者 名、 出席率対象者出席人数 名４６ ４０
欠席者 名(内前メイク 名) 出席率 ％６ ２ ９１．３０
前々例会修正出席率 ％ （最終欠席者４名）９１．３０

新木委員長□ニコニコＢＯＸ委員会
優良職員表彰の皆様おめでとうございます 稲森君､

阿左美君､乾君､符波君､金子君､津久井君､江原君
当施設の職員が表彰されますので 矢野君､近藤君
かさかけの里･田村様､中澤様おめでとうございます 齋藤君

･加藤様､萩原様おめでとうございます 齋藤君チハヤ養護園
中野君先週の５ＲＣコンペにご協力ありがとうございました

ご心配をお掛けしました 根本君
根本さんお帰りなさい 髙森君

鳥嶋委員□ロータリー財団委員会
優良職員表彰の皆様おめでとうございます

福島君､栗原君､津久井君､阿左美君
中野君先週の５ＲＣコンペにご協力ありがとうございました

次年度理事役員候補者の皆様ご苦労様です 稲森君
感謝 根本君
根本さんお帰りなさい 髙森君
根本さんの元気なお姿を拝見して 符波君

2012-13年度 会 長 東郷 庸史君
2011-12年度 副会長 新木 明夫君

〃 理 事 阿左美 博君
〃 理 事 前原 榮一君
〃 理 事 中野幸三郎君
〃 理 事 下井田秀一君
〃 理 事 須田 真一君
〃 会 計 向田 靖 君
〃 幹 事 天沼 一夫君
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桐生西ロータリークラブ

小林委員□米山奨学委員会
優良職員表彰の皆様おめでとうございます 稲森君､

符波君､近藤君､矢野君､栗原君､津久井君､阿左美君

稲森さん今日はご苦労様です 家住君
元気です 根本君
根本さんお帰りなさい 髙森君

優 良 職 員 表 彰優 良 職 員 表 彰

稲森幸雄職業奉仕委員長の司会進行により、恒例の優良職
員表彰が行われました。地域の 事業所から、昼夜たがわず６
大変な業務に就かれている優良職員の方 名づつを推薦して２
頂き、 名（被表彰者の事業所名･氏名は１頁に記載）の皆１２
様を例会に招待して、その労を心からねぎらい、今後の業務
の励みの一助になればと念願して、表彰を行いました。

体験談並びに代表謝辞

桐生みやま園

金 子 勝 美 様

本日は、桐生西ロータリークラブ様の
例会にお招きいただき、またこの様な賞をお受けできま
すことを心よりお礼申し上げます。

私たちの働く祉会福祉の現場では、少子高齢化の急
速な進展や社会構造の変化に伴い、サービスのニーズの
増大、多様化が求められております。

現場で働く私たちに何ができるのか、何をするべき
なのかを考えますと利用者の権利を守る支援をしていく
ことだと思います。人権擁護、権利擁護などと申します
と堅苦しく何か難しいことのように感じますが、実際に
は誰もがごく当たり前の生活をおくるための邪魔をしな
い、つまり権利を侵害しないことにあります。

先日、障害者虐待セミナーに参加させていただきまし
た。そこで、高齢者や障害者がどのような権利侵害や虐
待を受けているのか、事例を交え新聞記事に載らない裏
側の事情なども聞きました。虐待には、身体的暴力、心
理的暴力、性的虐待、金銭搾取、ネグレクト（放棄、放
任）があると言われています。そして、そんなひどい虐
待をいったい誰がしているのかと思いますが、実は支援
を行っている家族や施設の職員が行っているケースが多
いのです。人権侵害や虐待は、普段はやさしい顔をして
いる人が知らず知らずのうちに加害者側になっているこ
とがあります。ほんの小さな不適切な対応が、徐々にエ
スカレートし虐待へと繋がっていると言われています。

なぜ、そのような事態になってしまうのか、それは支
援を受ける人と支援を行う人との間にできる『構造的な
上下関係』にあるようです。私たちは施設の利用者がお
かれている心理的状況を十分に理解し、つねに不適切な
対応になっていないか自己チェックしていかなければい
けません。

今日こうして桐生西ロータリークラブの皆様に優良職
員として認められましたことは、私たちの職務に対する
ご理解を頂いたことと真摯に受け止め、今後より一層の
努力と研鑽を積んでいきたいと思います。

本日は誠にありがとうございました。

Ｂ方式《次例会予告》

１１月１２日(金) 第１９００回記念例会並びに創立記念日

記念卓話 群馬大学大学院工学研究科環境プロセス工学専攻教授宝田恭之様

片貝年度第２回ゴルフコンペ
月 日の桐生１０ ２２

５ＲＣ合同ゴルフコ
ンペと同時開催した
当クラブゴフル部第
２回コンペの優勝カ
ップ授与式を 日の２９
例会で行いました。

中野幸三郎君優勝

希望の家療育病院

長 澤 和 代 様

本日は桐生西ロータリークラブ様にお
招きをいただき、そして施設優良職員

表彰を頂き、誠にありがとうございます。
私は希望の家療育病院に勤務させていただき、 年２１

になります。高校を卒業後、当院に就職をしました。働
きながら准看護学校、高等看護学院に進学をし、看護師
の免許を取得させていただきました。

希望の家療育病院は、重症心身障害児 の入所､通所､（者）
。外来､ 相談業務等の支援事業を行っていますリハビリテーション､
、看護学生の 年間は 病棟をローテーションでまわり５ ３

入所者の方とのコミュニケーションや看護に必要な基礎
知識を学びました。免許を取得してから、 病棟で最も３
医療を必要とされる西 階棟に配属となり、人工呼吸器２
装着の方、胃瘻造設の方、経管栄養をされている方々の
お世話をさせていただきました。はじめは戸惑うことば
かりでしたが、困った時や悩んだ時は、諸先輩方が温か
く教えてくださったので助かりました。また、入所者の
方の笑顔にとても癒されました。

そのお陰で一日一日があっという間に過ぎ、沢山の事
を学びました。西 階棟での 年間は、看護技術の向上２ １４
や、また入所者の方々のお世話をさせて頂き、とても充
実した毎日を送ることが出来ました。そして、平成 年１９

、 。からは配属の病棟が変わり 看護主任に任命されました
今度は自分が新人の方を指導する立場になりました。

最初は自分でちゃんとやっていけるのか、とても不安で
した。今でも悩んだ時は看護長さんや他の職員の方が相
談を受けてくださり、少しずつではありますが、主任と
しての仕事をさせていただくことが出来るようになりま
した。現在、医療は進歩し、福祉制度も変化してきてい
ますが、この変化に対応していかなければなりません。
私達は協力し合い、たくさんの方が笑顔で生活出来るよ
うなサービスを提供していきたいと思います。

私達、希望の家の職員は、矢野理事長御夫妻の福祉に
対する温かい心を学ばせていただきました。今後、私達
も見習って、常に温かい心を持つことを原点として、入
所者の方に接していきたいと思います。私が 年間務２１
めさせていただけましたのも、支えて下さった職員の方
々のお陰だと思い、とても感謝しています。今後も皆様
への感謝の気持ちを忘れず、施設職員としての役割を果
たしていきたいと思います。

、 、 、今回のこの表彰を機に今後も日々精進し 一歩 一歩
前へ進んでいきたいと思います。言葉整いませんがお礼の

。 。言葉とさせて頂きます 本日はありがとうございました


